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火災概況 

 

◎出火件数 

  令和７年は、31件の火災が発生し、前年と比べ４件増加となった。 

  過去10年間の平均出火件数は29件であった。 

 

◎火災の種別 

  建物火災が12件発生し、そのうち住宅で３件、工場で２件、その他で７件出火 

した。他に、車両火災が３件、その他の火災が16件発生した。 

 

◎焼損床面積等 

  建物火災では15棟、349.4平方メートルが焼損した。前年と比べ６棟減少し、655.

6平方メートルの減少となった。 

 

◎損害等 

  損害額は、48,311千円であり、前年より20,528千円の増加となった。 

建物の損害は、44,186千円で、前年より21,123千円の増加となった。 

建物火災で、５世帯11人がり災した。 

 

◎死傷者 

  死者は建物火災で１人発生した。 

  負傷者は建物火災で３人発生した。 

 

◎出火原因 

  出火に至った原因は、たき火が９件、たばこが５件、それ以外が17件であった。 

  建物火災の出火原因は、たき火が２件、たばこが２件、それ以外が８件であった。 



火 死傷者

船舶火災 車両火災 その他火災

災 件 件 件

件

数 数 数 数

合　計 31 12 １ 11 ４ ３ ５ ３ ５ 11 ０ ３ 16 １ ３

小鈴谷 ７ ３ ３ ２ １ １ １ １ ３

西　浦 ６ ２ ２ １ １ １ ５ １ ３ １

常　滑 ５ ３ ３ １ １ １ ２ ３ ２

鬼　崎 ５ ２ ２ １ １ ３ １

大　野 ０ ０

三　和 ８ ２ １ １ ４ １ １ ２ １ ５ １ １

　１月　 ６ ２ ２ １ １ １ １ １ ３

　２月　 ４ ２ １ １ ４ １ ２ ４ ２ １ １
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　７月　 １ １

　８月　 ４ １ ３
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   地区別・月別の火災状況
(令和７年中)
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　年

平成 28年 35

平成 29年 34

平成 30年 31

令和 元年 22

令和 ２年 25

令和 ３年 22

令和 ４年 22

令和 ５年 36

令和 ６年 27

令和 ７年 31

  年

285 15 10 ０ ２ １ ２ ４ ０ ０ ０ ２ 17 ３ ３ ２ ６ ０ ０ 104 ４ ０ ０ １ ０ 14 22 45 28

平成 28年 35 ４ ４ １ １ ８ １ ４ ２ ６ ４

平成 29年 34 ４ ２ １ １ １ ２ １ １ 11 １ ３ ３ ３

平成 30年 31 ２ １ １ １ １ ２ 10 １ １ ４ １ ５ １

令和 元年 22 １ 10 ２ ６ ３

令和 ２年 25 １ １ １ ２ １ 11 １ ４ ３

令和 ３年 22 １ １ １ ２ 11 １ ２ ３

令和 ４年 22 １ １ １ ３ １ ８ ２ ３ ２

令和 ５年 36 １ ２ ２ 17 ２ 10 ２

令和 ６年 27 １ １ ２ １ １ ９ ２ ２ ３ ５

令和 ７年 31 ５ １ ９ １ 10 ５

５ 4,687 10 33

1,910 16 2,215
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過去10年間の原因別出火件数の推移
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26 650

48,311 12 44,186 ３

１ 140

27,783 12

13 44

33,240 10 32,894 ２ 287 10 59

42,962 ７ 42,862 ２ 56

15

14 ４

22,563 ８ 21,872 １ 690 16 １

22,446 ６ 21,942 ２ 500

13 26

11,532 11 10,424 ３ 230 17 878

66,151 18 65,228 ３ 897

998

過去10年間の火災件数・損害額

種　　別 建　　物 林　　野 船　　舶 車　　両 その他

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

34,667 16 32,977 ４ 692
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種 別 建 築 区 別 発 火 源 経　　　　　　過 着 火 物 件 数

たき火 火源が動いて接触する 枯草 １

石油ストーブ（開放式） 輻射を受けて発火する 衣類 １

たばこ 残り火の処置が不十分 ごみ屑 １

たばこ 不適当なことろに捨て置く ごみ屑 １

その他の静電スパーク 引火する 可燃性液体類 １

寄宿舎 不明 火源が動いて接触する ごみ屑 １

納屋 たき火 火源が動いて接触する 枯草 １

教場 観賞魚用ヒータ 高温物が触れる 合成樹脂と成形品 １

物置 プラグ スパークする 外部コンセント １

作業場 不明 不明 不明 １

店舗 ガスこんろ 放置する、忘れる 動植物油類 １

共同住宅 油ぼろ 余熱で発火する 繊維製品 １

スパークによる引火 第１石油類 １

不明 電気配線類 １

不明 不明 １

蓄電池 スパークする ごみ類 １

火の粉が散る遠くへ飛火する 落葉 １

火源が動いて接触する 枯草 ５

落葉 １

ごみ類 １

枯草 １

消し炭薪 消したはずのものが再燃する 枯草 １

たき火の火の粉 火の粉が散る遠くへ飛火する その他（落葉等） １

ライター 火源が動いて接触する 枯草 ２

放火 ごみ類 １

不明 不明 １

たき火

たばこ 不適当なところに捨て置く

不明

車
両

そ
　
の
　
他

不明

出火原因（発火源・経過・着火物）
(令和７年中)

建
　
　
　
　
物

住　宅

工場
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出 火 地 区 火 元 用 途 死傷程度 死 傷 病 名 生じた理由

２ ８ 三 和 車 両 死 亡 焼 死 放 火 自 殺

３ 11 西 浦 住 宅 死 亡 焼 死 逃 げ 遅 れ

12 17 鬼 崎 共 同 住 宅 死 亡 焼 死 逃 げ 遅 れ

３ 10 常 滑 長 屋 軽 症 熱 傷 消 火 中

４ ４ 鬼 崎 そ の 他 軽 症 気道熱傷（疑） 消 火 中

５ ７ 鬼 崎 併 用 住 宅 中 等 症 気道熱傷（疑） 消 火 中

軽 症 気道熱傷（疑） 逃 げ 遅 れ

軽 症 気道熱傷（疑） 消 火 中

死 亡 熱 傷 着 衣 着 火

軽 症 熱 傷 消 火 中

４ 12 鬼 崎 作 業 場 中 等 症 熱 傷 爆 発

５ ２ 三 和 そ の 他 軽 症 気 道 熱 傷 消 火 中

６ 15 小 鈴 谷 工 場 中 等 症 熱 傷 そ の 他

軽 症 熱 傷 消 火 中

軽 症 打 撲 消 火 中

１ 14 小 鈴 谷 そ の 他 重 症 熱 傷 着 衣 着 火

死 亡 熱 傷 着 衣 着 火

重 症 熱 傷 消 火 中

５ 14 三 和 共 同 住 宅 軽 症 熱 傷 作 業 中

６ 30 鬼 崎 住 宅 中 等 症 一酸化炭素中毒（疑） 避 難 中

７ 18 三 和 住 宅 死 亡 焼 死 放 火 自 殺

７ 30 鬼 崎 車 両 死 亡 焼 死 放 火 自 殺

12 ８ 常 滑 住 宅 重 症 顔 面 熱 傷 消 火 中

２ 19 三 和 住 宅 死 亡 一酸化炭素中毒 不 明

２ 19 三 和 住 宅 中 等 症 低 体 温 症 避 難 中

５ 16 鬼 崎 店 舗 軽 症 気 道 熱 傷 避 難 中

12 25 西 浦 住 宅 軽 症 気 分 不 快 避 難 中

R7

R６

併 用 住 宅

１

４ １ 小 鈴 谷 作 業 場

29 常 滑

過去５年間の死傷者発生状況

出 火 年 月 日

10 30 三 和 そ の 他

住 宅

R３

R５

R４

５ 10 大 野
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火
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全
国
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語
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